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氷期の陸棚堆積物風化による pCO2低下の緩和機構
Enhanced shelf sediment weathering during glacial periods damps pCO2 reduction: A
negative feedback
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産業化以前の過去百万年間において、この期間の地球の気候を特徴付ける氷期-間氷期サイクルと同期するように大気
中二酸化炭素濃度 (pCO2)は変動していたが、そのメカニズムには未だ不明な点が多く残されている。過去 4回の氷期-
間氷期サイクルにおける興味深い特徴のひとつは、このpCO2 の変動が常に間氷期には約 280ppm、氷期には約 180ppm
の範囲内で起こっていることである。本研究では、地球システムモデルを用いた数値実験によって、氷期の海水準低下
期に陸棚堆積物の風化が促進されることが CO2 放出効果をもち、pCO2 のさらなる低下を妨げる働きをもっていること
を示す。この結果は、栄養塩風化量の増加が海洋の有機炭素ポンプを活性化させpCO2を減少させたとする、いわゆる陸
棚栄養塩仮説 (Shelf nutrient hypothesis; Broecker, 1982)とは反対の結果である。詳細な解析の結果、流入した栄養塩の全
量が生物生産に利用されないこと、そして流入した炭素と栄養塩が空間的に異なる分布を示し、炭素がより表層に留ま
りやすいことが原因となって、露出した大陸棚の風化は実際にはpCO2 を上昇させる働きをもつことが示された。
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